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  少子高齢化やグローバル化等を背景にして、「人間と社会（環境）の交互作用」
の中で生起し複雑化する社会福祉に関わる諸問題に対応すべく、より幅広い研究及
び教育、そして社会への貢献といった諸側面から対応できる大学院教育・研究基盤
として「人間福祉研究科人間福祉専攻」を設置する。
　人間福祉研究科の前期課程においては、研究者の養成に重点を置くが、現今の経
済社会の要請に応えるため各分野で指導的役割を担える高度な専門的知識を持った
人材養成のための教育も行う。後期課程は研究者養成を目的としている。

所　在　地
開設時期及
び開設年次

修業
年限

関西学院大学大学院
博士課程前期課程
人間福祉研究科

人

年次
人

計 8 -

年

- 16

基 本 計 画

兵庫県西宮市上ケ原一番町１番１５５号

入学
定員

学位又
は称号

　関西学院大学大学院は学部における一般的及び専門的教養の基礎の上に、専門の
学科を教授研究し、深広な学識と研究能力とさらに進んで研究指導能力を養い、又
は高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培うと
ともに、キリスト教主義に基づいて人格を陶冶し、もって文化の進展に寄与するこ
とを目的とする。
　修士課程は、広い視野に立って清深な学識を授け、専攻分野における研究能力又
は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。
　博士課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行うに必要な高
度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。

収容
定員

編入学
定　員

関 西 学 院

年次
人

16

人
兵庫県西宮市上ケ原
一番町１番１５５号

　　年　月
第　年次

5

博士
（人間福祉）

3 5 -

15

平成20年
4月1日

第1,2,3年次

-

15

人

新
設
学
部
等
の
概
要

関西学院大学大学院
博士課程後期課程
人間福祉研究科

[Graduate School of
 Human Welfare
 Studies]

 人間福祉専攻
 [Graduate
  Department
  of Human Welfare
  Studies]

学 校 法 人

8

年

[Graduate School of
 Human Welfare
 Studies]

2

フ リ ガ ナ

大 学 の 目 的

新 設 学 部 等 の 名 称

人

ｶﾝｾｲｶﾞｸｲﾝﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ
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(0)

関西学院大学大学院
博士課程後期課程
人間福祉研究科

　人間福祉専攻  1 科目

18 科目

関西学院大学大学院
博士課程前期課程
人間福祉研究科

　人間福祉専攻

1 科目 0 科目 2 科目

演習 計

(0)

(－) (－)
－

人

(1)(－) (－)

0

14 単位

2

(3)

講義
新設学部等の名称

実習

教育

課程

222

(3)
0

(0)(20)

人

－7
(－)(－)

人

－
(－)
－

(6)

准教授

専任教員等

人

(20)

助教

人

卒業要件単位数

兼任
教員計

人

助手講師

人

34 単位1 科目 20 科目

人

(6)
7 0

同一設置者内における
変更状況

（定員の移行，
名称の変更等）

人

①平成20年度より社会学部社会福祉学科（△175）募集停止
②平成22年度より社会学部社会福祉学科（3年次編入学定員△10）募集停止
③平成20年度より法学部法律学科（+10)、政治学科(+20)、経済学部(+30)定員増
④平成20年度人間福祉学部（社会福祉学科（+130）、社会起業学科（+70)、人間科
学科(+100））設置
⑤平成20年度大学院博士課程前期課程社会学研究科社会福祉学専攻（△6）募集停
止及び専攻の廃止
⑥平成20年度大学院博士課程後期課程社会学研究科社会福祉学専攻（△4）募集停
止及び専攻の廃止

計
(6)
7

(14)

人

(0)

教

員

組

織

の

概

要

新

設

分

15

15

学　部　等　の　名　称

7

7

計

教授

関西学院大学大学院
博士課程前期課程
人間福祉研究科
人間福祉専攻

(1)
0

(0)

－

220

(0)
0

人

(6)
7

0
(0)

人

(6)

 1 科目

(6)

関西学院大学大学院
博士課程後期課程
人間福祉研究科
人間福祉専攻

開設する授業科目の総数

(14)

－ － －

人 人

0

既存研究科か
ら移籍した教
員数は、様式
第2号（その
1）P.8欄外に
記載してい
る。
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神学研究科 神学専攻

文化歴史学専攻　

総合心理科学専攻

文学言語学専攻　

社会学研究科　 社会学専攻

法学研究科 法学・政治学専攻

経済学研究科 経済学専攻

商学研究科 商学専攻

理工学研究科 物理学専攻

化学専攻

生命科学専攻

情報科学専攻

総合政策研究科 総合政策専攻

(－)

33

361

(0)

(22)

22

－ －

(－)

－

(－)

46

17

(－)

－ 18

－

(24) (5) (－) (－) (29)

文学研究科

－

(－) (－)

－ 27

(2) (－)

－ －

(4)

2

(46)

0

0
(0)

(－)

(－)

167
(167)

2

－

(－)

(2)

(7)

－

－

－ 3

(－)

21

9

(－)

(21)

－ 8

(－)

－

(9)

9

(291) (359)(0)(2)(66)

(－) (17)

18

－ －

－

(8)

8

(－)

－

0292

(33)

(339)
60

(60)
2 339

(－) (－)

人 人

7

博士課程前期課程　合計

11

(11) (－)

－

学　部　等　の　名　称

29

人

専任教員等

(－)

267

－

(－)

24

(－) (－) (－)

3 －

5 －

－

(3) (－)

(29)

(170)

(14)

12

169

(12)

21

(21)

人

(9)

(1)

(3)

29

26

(26)

1

14

(－)

(－)

(27)

－

－

－－

(－)

(18)

(－)

10 － －

(10) (－) (－)

29 5 － －

(22)

15

7

(25)

25

22

(15)

人 人

(7)

教授

人

4

准教授 講師 助教 計 助手
兼任
教員

教

員

組

織

の

概

要

15 2

(15) (2)

2

2

4

関西学院大学大学院
博士課程前期課程

(2)

6 －

(6) (2) (－)

(29) (5) (－) (－)

(23)

(8) (2)

(－)

2

14

(14)

8

(4) (－)

38 8 － －

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化
研究科

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化
専攻

(38) (8)

(20)

13

(13)

31 －

－

(－) (－)

－

－

－

(－)(31)

－

(－) (－) (－)

－ －

(5)

5

(8)

34

(33)

33

(34)

12

(12)

(18)

計

既

設

分 0
(2) (0)

277
(277)

31

20

(31)

23
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神学研究科 神学専攻

文化歴史学専攻　

総合心理科学専攻

文学言語学専攻　

社会学研究科　 社会学専攻

法学研究科 政治学専攻

基礎法学専攻

民刑事法学専攻

経済学研究科 経済学専攻

商学研究科 商学専攻

理工学研究科 物理学専攻

化学専攻

生命科学専攻

情報科学専攻

総合政策研究科 総合政策専攻

司法研究科 法務専攻

経営戦略研究科　 経営戦略専攻

会計専門職専攻

助手

(－) (7)

人 人

計

人

(30) (－) (－)

(－)(－)

－－

人

11

－ 29

(28)

准教授 講師 助教

(－) (－)

人

(4)

－ 28 －

10 2 － － 12 － －

文学研究科 (25)

(－)

25 3 －

(3)

教授

人

兼任
教員

学　部　等　の　名　称
専任教員等

関西学院大学大学院
博士課程後期課程

23

(14) (－)(12) (2) (－)

7

－ －

5

(5) (1)

1

(－)

－ －4 －

12 － 7

(－) (11) (－) (－)

(－)

(－)

－

－ －

(－) (－) (－) (12)

－ － － 16

(－) (－)

29 5 － － 34 － 2

(16)

(－)

(16)(－) (－) (－)

(34)

7

(17)

－ －

(－) (2)

23 10 － － 33 － 1

(5)

(－) (1)

14 4 － － 18 － －

(23)

(－)

(33)(10) (－) (－)

(18) (－) (－)

8 2 2 － 12 － －

(4)

(－) (－)

6 2 － － 8 － －

(8)

(－)

(12)(2) (2) (－)

(8)

(－)

(－) (－)

15 2 － － 17 － －

22 － － － 22 － －

(－)

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化
研究科

－ － 33言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化
専攻

20 13

(13)

博士課程後期課程　合計
261 52 3

(263) (52) (3)

(－) (－)

(17)

0 316 0 16

(0)

－

(－)

(－)

－

3

3

(7) (－) (3)

(－) (3)

(－)

(0)

(－)

(17)

人

(318)

－

(22) (－) (－)

(－)

－－ 17－

29

(28) (5) (1) (－) (34) (－) (29)

28 5

27

(12) (7) (1) (－) (20) (－) (27)

12

24

(18) (4) (－) (－) (22) (－) (24)

18 4

既

設

分

専門職学位課程　合計
58

7

関西学院大学大学院
専門職学位課程

人 人

80

(58) (16) (2) (0) (76) (0) (80)

16 0

－

人 人 人

34－

－20－

22 －－

(7)

(17)

0 762

1

1

－

人

(－)

(6)

17 －

(15) (2)

(－)

(2)

(0) (16)
52

既

設

分
計

254
(257)

(20)

(14)

(29)

(52) (3) (0) (312)

(7)

16

人

(24)

16

－

(22) (－)

7

12

(12)

－

－

(33)

(－)

(－)

(－)

(－)

(－)

(－) (－)

3 0

教

員

組

織

の

概

要

0

(－)

309

- 4 -



共　　用

計
352 282

共用する他の
学校等の専用

区　　　分

634

(353) (282) (635)

15 25

(11) (15) (26)

10

(30) (12) (42)

30 12

(11) （－） (11)

42

計

事 務 職 員
301 　 　人 255　 　人 556 　　人

(301) (255) (556)

11

第６年次

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任

技 術 職 員
11 －

図 書 館 専 門 職 員

そ の 他 の 職 員

（　　　　　）（　　　　　）

教室等

冊

講義室

専 任 教 員 研 究 室

（　　〔　　〕）

図書館

（　　〔　　〕）

〔　　〕　

面積

図
書
・
設
備

計
〔　　〕　

（　　〔　　〕）

手数料収入、寄付金収入、補助金収入、資産運用収入、資産売却収
入を充当する。

810 千円

設備購入費 6,161千円

千円

第３年次

学生納付金以外の維持方法の概要

第２年次

千円

共 同 研 究 費 等

第１年次

㎡

10,120千円9,200千円

第５年次

教員１人当り研究費等

学生１人当り
納付金

（後期課程） 1,040千円 810千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

区　分

体育館
面積

経費
の見
積り

411,626千円

開設年度

1,298千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

閲覧座席数

図書購入費

開設前年度

12,000千円

収 納 可 能 冊 数

1,292千円

㎡

〔　　〕　

533,457 ㎡

285,598 ㎡　－㎡

　－㎡

　－㎡

0 ㎡　－㎡

　－㎡

（補助職員　人）

　－㎡

計
共用する他の
学校等の専用

（　　　　－㎡）

（補助職員　人）

－㎡

種

学術雑誌

室　　　数

電子ジャーナル

〔うち外国書〕

機械・器具視聴覚資料

（　　〔　　〕）

語学学習施設

（　　　　　）

点点 点

（　　　　　） （　　　　　）

校
　
　
地
　
　
等

校　　　舎

計

標本

203,690 ㎡

（　  203,690 ㎡）

533,457 ㎡

247,859 ㎡

室

図書

運 動 場 用 地

専　　用

（　　〔　　〕）（　　〔　　〕）

小          計

そ    の    他

共　　用

　0 ㎡

新設学部等の名称

〔　　〕　

　－㎡

（　　　　－㎡）（　　203,690 ㎡）

－㎡203,690 ㎡

285,598 ㎡

　－㎡

情報処理学習施設

室

（　　　　　）

0 ㎡

実験実習室

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

〔　　〕　

〔うち外国書〕

室

合          計

533,457 ㎡

室

専　　用

　－㎡

533,457 ㎡

247,859 ㎡

演習室

校　舎　敷　地

室

10,471千円

室

区分完成年度

〔　　〕　

図書購入費・設
備購入費の開設
前年度に関して
は学部含む。

6,743千円

開設年度 完成年度

9,703千円

千円

第５年次 第６年次

千円 千円

第４年次

学生１人当り
納付金

(前期課程）

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

 1,040千円 810 千円 千円 千円
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修 業 入 学
編 入
学

収 容 定 員 開 設

年 限 定 員 定 員 定 員 学 位 又 は 称 号
超 過
率

年 度

年 人 年次 人 倍 兵庫県西宮市

人 上ケ原一番町

神学部 　 4 30 － 120 学 士 （ 神 学 ） 1.03 昭和27年 1番155号

文学部 同上

文化歴史学科 4 275 － 1,100 学 士 （ 文 学 ） 1.01 平成15年  

総合心理科学科 4 175 － 700 学 士 （ 文 学 ） 0.96 平成15年

文学言語学科 4 320 － 1,280 学 士 （ 文 学 ） 1.04 平成15年

社会学部 同上

社会学科 4 475 － 1,900 学 士 （ 社 会 学 ） 1.05 昭和35年  

３年次

社会福祉学科 4 175 10 720 学 士 （ 社 会 福 祉 学 ） 1.05 平成11年

法学部

法律学科 4 510 － 2,040 学 士 （ 法 学 ） 1.01 昭和23年 同上

政治学科 4 140 － 560 学 士 （ 法 学 ） 1.02 昭和23年

同上

経済学部 　 4 650 － 2,600 学 士 （ 経 済 学 ） 1.06 昭和23年  

同上

商学部 　 4 650 － 2,600 学 士 （ 商 学 ） 1.07 昭和26年  

理工学部

物理学科  昭和36年 兵庫県三田市

　物理学専攻 4 75 － 300 学 士 （ 理 学 ） 1.01 学園2丁目1番

　数学専攻 4 35 － 140 学 士 （ 理 学 ） 1.14 地

化学科 4 75 － 300 学 士 （ 理 学 ） 0.90 昭和36年  

生命科学科 4 50 － 200 学 士 （ 生 命 科 学 ） 0.92 平成14年

情報科学科 4 125 － 500 学 士 （ 情 報 科 学 ） 1.00 平成14年  

総合政策学部 ３年次 同上

総合政策学科 4 360 50 1,540 学 士 （ 総 合 政 策 ） 1.05 平成7年 　

メディア情報学科 4 120 － 480 学 士 （ メ デ ィ ア 情 報 ） 1.06 平成14年

兵庫県西宮市

上ケ原一番町

神学研究科 神学専攻 2 10 － 20 修 士 （ 神 学 ） 1.00 昭和27年 1番155号

文学研究科 文化歴史学専攻 2 22 － 22 修 士 （ 哲 学 ） 0.86 平成19年 同上

修 士 （ 美 学 ）

修 士 （ 芸 術 学 ）

修 士 （ 歴 史 学 ）

修 士 （ 地 理 学 ）

総合心理科学専攻 2 20 － 20 修 士 （ 心 理 学 ） 0.85 平成19年

修 士 （ 教 育 心 理 学 ）

修 士 （ 教 育 学 ）

修 士 （ 学 校 教 育 学 ）

文学言語学専攻 2 22 － 22 修 士 （ 文 学 ） 0.54 平成19年

修 士 （ 言 語 学 ）

社会学研究科 社会学専攻 2 12 － 24 修 士 （ 社 会 学 ） 0.62 昭和36年 同上

社会福祉学専攻 2 6 － 12 修 士 （ 社 会 福 祉 学 ） 1.08 昭和36年

法学研究科 法学・政治学専攻 2 45 － 90 修 士 （ 法 学 ） 0.26 平成16年 同上

経済学研究科　経済学専攻 2 30 － 60 修 士 （ 経 済 学 ） 0.54 昭和25年 同上

所 在 地学 部 等 の 名 称

H16.4大学全体
の収容定員増

　

H19.4　研究科
再編

既
　
設
　
大
　
学
　
等
　
の
　
状
　
況

大 学 の 名 称 関　西　学　院　大　学　

博士課程　前期課程
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修 業 入 学
編 入
学

収 容 定 員 開 設

年 限 定 員 定 員 定 員 学 位 又 は 称 号
超 過
率

年 度

年 人 年次 人 倍 兵庫県西宮市

人 上ケ原一番町

商学研究科 商学専攻 2 30 － 60 修 士 （ 商 学 ） 0.61 昭和28年 1番155号

修 士 （ 経 営 学 ）

修 士 （ 会 計 学 ）

修士（マーケティング）

修 士 （ フ ァ イ ナ ン ス ）

修 士 （ ビ ジ ネ ス 情 報 ）

修 士 （ 国 際 ビ ジ ネ ス ）

理工学研究科 物理学専攻 2 25 － 50 修 士 （ 理 学 ） 1.04 昭和40年 兵庫県三田市

修 士 （ 工 学 ） 学園2丁目1番

修 士 （ 国 際 自 然 科 学 ） 地

化学専攻 2 33 － 66 修 士 （ 理 学 ） 0.81 昭和40年

修 士 （ 工 学 ）

修 士 （ 国 際 自 然 科 学 ）

生命科学専攻 2 20 － 40 修 士 （ 理 学 ） 1.17 平成16年

修 士 （ 工 学 ）

修 士 （ 国 際 自 然 科 学 ）

情報科学専攻 2 45 － 90 修 士 （ 理 学 ） 1.20 平成18年 H18.4専攻設置

修 士 （ 工 学 ）

2 50 － 100 修 士 （ 総 合 政 策 ） 0.42 平成11年 同上

修 士 （ メ デ ィ ア 情 報 ）

修 士 （ 国 際 開 発 戦 略 ）

　 　 　 　 修 士 （ 言 語 科 学 ） 　 兵庫県西宮市

2 30 － 60 修 士 （ 言 語 文 化 学 ） 0.81 平成13年 上ケ原一番町

修 士 （ 言 語 教 育 学 ） 1番155号

修 士 （ 日 本 語 教 育 学 ）

　 　 　 　 同上

神学研究科 神学専攻 3 2 － 6 博 士 （ 神 学 ） 1.00 昭和29年

文学研究科 文化歴史学専攻 3 7 － 7 博 士 （ 哲 学 ） 1.00 平成19年 同上

博 士 （ 美 学 ）

博 士 （ 芸 術 学 ）

博 士 （ 歴 史 学 ）

博 士 （ 地 理 学 ）

総合心理科学専攻 3 6 － 6 博 士 （ 心 理 学 ） 1.16 平成19年

博 士 （ 教 育 心 理 学 ）

博 士 （ 教 育 学 ）

文学言語学専攻 3 7 － 7 博 士 （ 文 学 ） 1.14 平成19年

博 士 （ 言 語 学 ）

社会学研究科 社会学専攻 3 4 － 12 博 士 （ 社 会 学 ） 1.08 昭和36年 同上

社会福祉学専攻 3 4 － 12 博 士 （ 社 会 福 祉 学 ） 1.16 昭和53年

法学研究科 政治学専攻 3 2 － 6 博 士 （ 法 学 ） 0.33 昭和34年 同上

基礎法学専攻 3 2 － 6 博 士 （ 法 学 ） 0.00 昭和29年

民刑事法学専攻 3 2 － 6 博 士 （ 法 学 ） 1.16 昭和38年

経済学研究科　経済学専攻 3 3 － 9 博 士 （ 経 済 学 ） 1.22 昭和29年 同上

商学研究科 商学専攻 3 10 － 30 博 士 （ 商 学 ） 0.16 昭和36年 同上 H17.4収容定員増

理工学研究科 物理学専攻 3 5 － 15 博 士 （ 理 学 ） 0.26 昭和42年 兵庫県三田市

博 士 （ 工 学 ） 学園2丁目1番

化学専攻 3 6 － 17 博 士 （ 理 学 ） 0.86 昭和42年 地 H18.4収容定員増

博 士 （ 工 学 ）

生命科学専攻 3 5 － 10 博 士 （ 理 学 ） 0.40 平成18年 H18.4課程設置

博 士 （ 工 学 ）

情報科学専攻 3 3 － 6 博 士 （ 理 学 ） 1.00 平成18年 H18.4専攻設置

博 士 （ 工 学 ）

3 5 － 15 博 士 （ 総 合 政 策 ） 0.53 平成13年 同上

　 　 　 　 　 兵庫県西宮市

3 3 － 9 0.77 平成15年 上ケ原一番町

1番155号

所 在 地

H19.4　研究科
再編

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化専攻　

学 部 等 の 名 称

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化研究科 博士（言語コミュニケー
ション文化）

大 学 の 名 称

既
　
設
　
大
　
学
　
等
　
の
　
状
　
況

博士課程　後期課程

H18.4収容定員増

　

関　西　学　院　大　学　

総合政策研究科　総合政策専攻

H17.4収容定員
増

総合政策研究科　総合政策専攻

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化研究科

言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化専攻　
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修 業 入 学
編 入
学

収 容 定 員 開 設

年 限 定 員 定 員 定 員 学 位 又 は 称 号
超 過
率

年 度

年 人 年次 人 倍 兵庫県西宮市

人 上ケ原一番町

司法研究科 法務専攻 3 125 － 375 法 務 博 士 （ 専 門 職 ） 1.07 平成16年 1番155号

大阪府大阪市

経営戦略研究科経営戦略専攻 2 100 － 200 経営管理修士（専門職） 0.64 平成17年 北区茶屋町19

番19号ｱﾌﾟﾛｰ

ｽﾞﾀﾜｰ14階

兵庫県西宮市

会計専門職専攻 2 100 － 200 会 計 修 士 （ 専 門 職 ） 0.89 平成17年 上ケ原一番町

1番155号

既存学部から移籍した教員数について

関　西　学　院　大　学大 学 の 名 称

専門職学位課程

所 在 地

人間福祉研究科人間福祉専攻

博士課程前期課程
社会学研究科社会福祉学専攻（Ｍ）から    4（うち教授 4）人移籍

博士課程後期課程
社会学研究科社会福祉学専攻（Ｄ）から　　3（うち教授 3）人移籍

　

既
設
大
学
等
の
状
況

附属施設の概要 該当無し

学 部 等 の 名 称
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
　
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2 4 ○ 4

1･2 2 ○

－ 6 0 0 4 0 0 0 0

1･2 2 ○

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1 1

1･2 2 ○ 1

1･2 2 ○

－ 0 32 0 10 3 0 0 0

1･2 4 ○ 1

－ 0 4 0 0 1 0 0 0

研究演習 1･2 4 ○ 15 7

－ 4 0 0 15 7 0 0 0

－ 10 36 0 15 7 0 0 0

期

週

分

科目
区分

社会福祉思想史研究

様式第２号（その２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間福祉研究科　人間福祉専攻　博士課程前期課程）

専任教員等配置

備考

専
門
基
礎
科
目

人間福祉研究

人間福祉文献研究（英語）

高齢者福祉研究

子ども家庭福祉研究

授業形態

小計（2科目） －

社会福祉学理論研究

授業科目の名称 配当年次

単位数

障害者福祉研究

保健医療福祉研究

ソーシャルワーク実践研究

福祉行財政研究

福祉情報研究

福祉国家研究

国際福祉研究

健康科学研究

合計（20科目） －

小計（1科目）

アドバンスト・フィールドワーク

研
究
演
習

－

専
門
選
択
科
目

実
習
・
実
務
科
目 小計（1科目）

学位又は称号 修士（人間福祉） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専門基礎科目6単位、専門選択科目及び実習実務科目20単位、研究演習8
単位を修得し、修士学位論文の審査に合格すること。

１学年の学期区分 2

１学期の授業期間 15

１時限の授業時間 90

－

小計（16科目） －

身体運動科学研究

死生学研究

社会福祉量的調査法

社会福祉質的調査法
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
　
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1･2･3 2 ○

－ 2 0 0 0 0 0 0 0

研究演習 1･2･3 4 ○ 7

－ 4 0 0 7 0 0 0 0

－ 6 0 0 7 0 0 0 0

期

週

分

配当年次

単位数

様式第２号（その２）

教 育 課 程 等 の 概 要

（人間福祉研究科　人間福祉専攻　博士課程後期課程）

小計（1科目）

科目
区分

授業科目の名称

－

授業形態 専任教員等配置

備考

研
究
演
習

小計（1科目） －

合計（2科目） －

文
献
研
究

人間福祉文献研究講読（英語）

学位又は称号 博士（人間福祉） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

文献研究2単位、研究演習12単位を修得し、博士学位論文の審査に合格す
ること。

１学年の学期区分 2

１学期の授業期間 15

１時限の授業時間 90
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
基
礎
科
目

人間福祉研究 この科目は人間福祉研究科の核となるものであり、人間福祉
という分野について、その基本となる研究方法や学問領域に
ついて研究していく。具体的には「人間福祉とは何か」、そ
れを研究していくときの学問方法は、そしてその歴史、分野
は如何なるものであるか、「人間」、「社会（環境）」そし
て「その関係」についての基本的視座、政策、現状分析や課
題等を４人がオムニバス形式で講義し、研究を深めていくこ
とを目的とする。

（オムニバス方式／全30回）

（室田　保夫／8回）
  本講義では人間福祉に関わる歴史的視点を中心に講義して
いく。なにごとの学問においても歴史的展開、あるいは歴史
的視点はその基本となるものである。人間福祉と関連深い社
会福祉学が積み上げてきた理論や思想の歴史を中心にみてい
きながら、人間福祉の基本的原理や視点を学んでいく。人間
とは何か、福祉とは何か、人類の幸福（不幸）とは何か、と
いった福祉哲学や価値の問題とも関連する領域であり、具体
的には近代日本を中心にみていく。

オムニバス

（芝野　松次郎／7回）
　人間福祉のうち、人と環境の交互作用における専門的なか
かわりについての基本を研究するための基礎知識を提供す
る。人のニーズと制度としての環境の間に展開する交互作用
を「社会関係」として捉えたのは岡村理論であるが、そうし
た視点から交互作用において生じる問題に対する専門的な援
助に関する基本理念を整理する。そして、それと人間福祉研
究との関係を、歴史的変遷を踏まえながら示し、今日的な課
題を研究する。

（牧里　毎治／8回）
　人間福祉にかかわる制度および環境要因について基本的知
識の提供とヒューマニズムの観点から人間福祉にかかわる論
点の再検討をおこなう。いわゆるヒューマン・セキュリティ
(人間であることの保障)を人権視点から考察するとともに、
ヒューマンサービスといわれる社会施策がどのように形成さ
れてきたのか、その政策原理について講義する。さらに、な
ぜ福祉国家が地方分権として保健福祉サービスの地域計画を
推進せざるをえなくなってきたのか、今後の福祉社会の制度
設計も含めてその社会的背景についても論及する。

（中塘　二三生／7回）
　学際分野である人間福祉研究科で学ぶために必要となる、
本研究のなかで、人間分野についての部分を担当・教授す
る。特に福祉分野との関連性をを重視しながら、生理学、衛
生学、公衆衛生学、体育学の諸分野を基礎とした健康科学領
域を中心的課題として設定する。担当者がこれまで実証して
きた現場における健康度把握の為に必要な理論的背景、実際
の測定、得られたデータの検証等、時に実験・測定をまじえ
ながら実践的かつ有効性が高い授業展開をおこなっていく。

人間福祉文献研究（英
語）

ソーシャルワークや福祉政策に関する英文献をレビューする
力の習得を目的にしている。修士論文を作成する際に、海外
の関連文献をレビューすることは不可欠である。そのため、
前半では英文の文献になじんでもらうために、受講生は共通
の英文献を読む。後半は、受講生各自が自分の研究に関連す
る英文献を探し出し、報告する。

科目
区分

様式第２号（その３）

授 業 科 目 の 概 要

（人間福祉研究科人間福祉専攻博士課程前期課程）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

様式第２号（その３）

授 業 科 目 の 概 要

（人間福祉研究科人間福祉専攻博士課程前期課程）

専
門
選
択
科
目

社会福祉学理論研究 本講義は現代社会福祉学が目指してきた科学化、理論化、技
術化、専門職化、定着化等の方向を論理的に裏付ける理論研
究を行い、その構造を明確にするために①対象の設定、②視
点の明確化、③理念・価値の具象化、④研究の方式、⑤研究
活動の手法、⑥評価と省察など研究方法論のあり方を検討・
吟味する。さらに既存の諸学説を批判的に分析し、①科学的
研究方法、②実践の科学化、③利用者ニーズの論理化、④独
自科学を目指す融合化の試みなど新たな社会福祉学成立の可
能性についても論及する。

社会福祉思想史研究 本講義は近代日本における社会福祉思想史についての講義で
ある。そのためには明治以降の社会福祉の歴史の中で、如何
なる人物によって如何なる実践、そして思想が産み出されて
きたか、ということを理解していく。日本の場合は往々に外
国、とりわけ西洋から多くの思想が紹介された。しかしそれ
を実践していくとき、日本文化、あるいは伝統、政治等と
いったものに制約される。思想史と関連深い理論史や実践史
といった分野も視野に入れていく。

高齢者福祉研究 高齢期の身体的、精神的加齢変化に伴って生じる生活課題に
対処する高齢者福祉の現状と課題について研究する。具体的
なテーマは、1.人口高齢化、2.家族形態と機能の変化、3.高
齢期のＱＯＬ、4.在宅・施設福祉サービス、5.社会参加促進
対策、6.高齢者を対象とする福祉援助技術、7.福祉先進国の
高齢者福祉、8.高齢者関係法等について研究する。

子ども家庭福祉研究 子ども虐待や子育て不安、ドメスティック・バイオレンス、
いじめ、不登校など、子どもや家庭をめぐる状況が深刻化す
る中、国や自治体などによって様々な施策が推進されてい
る。にもかかわらず、これらの問題は厳しさを増す一方であ
り、解決の兆しすら見えない。本研究では、虐待問題を中心
に、これがどのような社会的背景の中で深刻化してきている
のか、またこれに対してどのような施策が講じられ、どのよ
うな課題を抱えているのかを最新の研究知見を踏まえながら
実証的に分析するとともに、効果的な施策のあり方について
考察する。

障害者福祉研究 本講義では「障害者福祉」を「障害に関わる社会的支援」と
して幅広く定義した上で、その政策・制度・実践について内
外の歴史を概括した上で、介護保険をはじめ、日本における
現状と課題を分析する。分析の視点として、利用者視点とと
もに、「障害」を幅広くとらえる「マイノリティ視点」を重
視する障害学の視点を用いる。ソーシャルワーク実践につい
ても、障害者個人を対象としたものだけでなく、社会啓発的
実践もとりあげる。

保健医療福祉研究 医療制度の急速な変化の中で、保健医療分野のソーシャル
ワークの存在意義、役割については、多様な視点から把握が
可能である。本研究では、複数の保健医療領域におけるソー
シャルワークについて、生活障害支援、組織と地域連携、包
括医療実践、アドヴォカシー等、ミクロ、メゾ、マクロの視
点からその内容を精査し、今後のあり方とその研究方法につ
いて考察する。また医療の質に関連させた保健医療福祉の評
価のあり方についても視野に入れて議論する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

様式第２号（その３）

授 業 科 目 の 概 要

（人間福祉研究科人間福祉専攻博士課程前期課程）

専
門
選
択
科
目

ソーシャルワーク実践
研究

本講義は、現代日本社会におけるソーシャルワーク実践につ
いて（特にミクロ・メソッド、臨床ソーシャルワークに重点
を置いて）深い理解と実践応用性を獲得するために開講され
る。代表的な実践理論について、対象範囲 (horizon of
framework)、理論的前提 (theoretical assumption)、そし
て知識体系 (body of knowledge)といった側面に注目し、そ
の有益性と限界について議論していく。さらに、各実践理論
が日本のソーシャルワーク領域で実践応用されるための条件
や環境についても掘り下げていく。

福祉行財政研究 福祉行財政について、国と地方の福祉政策、政府間関係、地
方自治、福祉の公私関係、ローカルガバナンスの視点からア
プローチする。特に自治体福祉を中核として、ＮＰＯ、コ
ミュニティグループ等を包括するローカルガバナンスのあり
ようを考察する。到達目標としては、国家の視点および国際
比較の視点から福祉行財政の背景にある政治経済を理解し、
それを踏まえたうえで施設ケアや在宅ケアに関連するマネジ
メントの技術的側面を修得する。

福祉情報研究 福祉・介護の展開を図るうえで情報の活用が必須となってい
るが、その理念的な枠組みの構築や方法・技術の体系化は未
だ十分ではない。この科目では、国や地方自治体における課
題として情報提供や情報開示、情報システムなど、福祉・介
護実践における課題として記録のあり方や情報共有、情報発
信、情報システム、インターネットの活用など、その他、福
祉・介護に関わる資料・情報の入手や活用・評価などを含
め、受講生の課題や問題意識を踏まえながら、福祉・介護分
野における情報活用のあり方について具体的に考察し、その
体系化にむけた研究を進める。

福祉国家研究 アメリカに見られるような市場主義的な社会経済システムを
重視する考え方に対して、ヨーロッパ、特に北欧を中心とす
る福祉国家型の社会経済システムがある。わが国では国民負
担率が高いことが経済運営のマイナスであるとの考えが定着
しているが、福祉国家では税負担や社会保障への国民の受け
止め方も違っており、国民の合意によって高負担を受け入れ
る姿勢も有力である。特に税負担においては、ヨーロッパで
は付加価値税が中心であるが、その負担が逆進的であること
がさほど問題にならないのは、福祉的給付によって安心・安
全が守られているからだという国民の理解があるからだとさ
れる。本講義では、そのような北欧型の社会経済システム
や、国民負担のあり方について、小さな政府を志向する国と
の対比において比較検討する。

国際福祉研究 当初は経済的な色彩が濃かった国際協力だが、次第に社会開
発、社会福祉なども視野におくようになっている。現在で
は、貧困の解決を「基本的な人権」と位置づけ、その実現を
各国の政府や国際社会の責務と考える「人権に基づく開発協
力アプローチ」が国連で採用され、国際協力が国境を越えた
社会福祉であるという視点が強まっている。この授業では、
国際機関、二国間援助機関、ＮＧＯによる国際協力の課題を
具体的な事例から検討しつつ、今後の協力のあり方について
考える。

健康科学研究 健康の概念として身体的、精神的、社会的、さらにスピリ
チュアルな側面があることを充分に理解させ、主として身体
的な健康に関して、卒後社会において教育者・研究者として
自立して活動できるように、科学的な思考基盤を形成する事
を目的とする。疾病やスポーツによる健康障害等に対する基
礎的な知識の習得に留まらず、科学的なアプローチ、問題提
起、及び解決方法を自らが開発できるように、ディベート方
式を取り入れながら講義を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

様式第２号（その３）

授 業 科 目 の 概 要

（人間福祉研究科人間福祉専攻博士課程前期課程）

専
門
選
択
科
目

身体運動科学研究 生物の基本は動くことであり、骨組織や植物など一見動きが
ない生物でも微視的には動いている。身体運動科学研究は生
物の基本であるこの動きを科学的に捉え講義、測定、実験の
かたちで教授する。非常に学際色の強い分野であるが、授業
の流れはまず生物学、生理学、物理学、化学等の基礎分野に
対する知識を正確に学ぶ段階を経る。その後、応用分野であ
る運動生理学、バイオメカニクス等の現場に直接応用可能な
分野を学ぶこととする

死生学研究 死生学についての基本的理論を概観する。その上で、どのよ
うなリサーチがなされているか最新の論文を読み議論する。
理論的理解を深めるために、死生学を支える哲学、宗教学、
倫理学、法学、医学、看護学、福祉学、文化人類学などの理
論を学び、人の生と死について語る理論的根拠を学ぶ。ま
た、最新のリサーチから、現在何が明らかになり、何が明ら
かになっていないかについて議論する。受講生は、各自の
テーマについて、その理論を整理し、調査の課題についてプ
レゼンテーションすることが求められる。

（オムニバス方式／全15回）

（藤井　美和／8回）
　死生学は人の生と死に関わる課題についてさまざまな学問
を援用する学問である。そのため、まず死生学を支える学問
分野を理解することを目的とする。どのような理論が、人の
生と死を語る際の理論的根拠を形作っているのか、またどの
ようなモデルが、人の生と死に関わる課題に援用できるのか
について学ぶ。学生は各自のテーマを理解するための理論に
ついてレビューし分析する。

（エルス　マリー　アンベッケン／7回）
　具体的な理論やモデルを通して、実際に行われている最新
の調査をレビューする。調査論文から、何が明らかになって
いるのか、何が課題として残されているのかについて分析す
る。特に、現場でのケアの質、プログラム評価などに焦点を
当て、リサーチクエスチョンとそれに応じた調査方法の違い
ついても議論する。学生は各自のテーマにおいてなされてい
る最新の調査についてレビューし分析する。

社会福祉量的調査法 本講義は、社会福祉分野で必要とされている量的調査の基礎
知識を学ぶと共に、量的調査のデータ収集方法、データ入
力、データ解析などの実践的な知識や技法を養うことを目的
とする。具体的には、前半に量的調査のデザインの設定の仕
方、質問紙作成、サンプリング及びデータ収集について具体
的に学び、後半は、データ入力、データクリーニング、シス
テムファイルの作成などを実際に体験し、その後、統計解析
ソフトＳＰＳＳを用いて、クロス集計、一元配置の分散分
析、相関分析などの2変数間の分析、さらに、因子分析、重
回帰分析(ロジスティック回帰分析を含む）、分散分析など
の多変量解析を実際に行い、データ解析の基礎的な知識や分
析方法を学ぶ。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考
科目
区分

様式第２号（その３）

授 業 科 目 の 概 要

（人間福祉研究科人間福祉専攻博士課程前期課程）

専
門
選
択
科
目

社会福祉質的調査法 この授業は、社会福祉学における質的調査法の基礎知識の習
得を目的としている。具体的には、質的調査法の特性や目
的、社会福祉調査における質的調査の意義を踏まえた上で、
質的調査法の代表的なアプローチについて理解する。さら
に、研究デザインの立て方、フィールドへの入り方、質的
データの収集法と分析法、調査者と調査協力者との関係、質
的調査における倫理的問題などに関して、講義と部分的な演
習を交えながら、授業を進める。

実
習
・
実
務
科
目

アドバンスト・フィー
ルドワーク

各自の専門領域および研究対象に従い、社会福祉施設、公的
機関、医療機関、ＮＰＯ、ＮＧＯ、スポーツ科学施設などに
おける高度な援助技術や研究方法の習得、ならびに質的・量
的調査を目的とした現地調査といったフィールドワークを実
施する。将来、研究者あるいは実践者として理論モデルと実
証領域を適切な方法と枠組みで連関できる能力を養う。

研
究
演
習

研究演習 社会福祉学、社会学、経済学、健康科学などの観点から人間
福祉研究へのアプローチを試みる。修士論文作成を念頭に置
き、論文執筆における基本的ルールを確認するとともに原典
の解読、先行研究の調査、問題設定、調査技法など、学術的
に優れた論文完成への道筋を示す。研究発表や討論などを通
じて、参加者が新たな研究視点のもとで斬新な研究分野へ飛
躍することを期待する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

文
献
研
究

人間福祉文献研究講読
（英語）

博士論文作成に必要なソーシャルワークや福祉政策、各自の
研究テーマに関する英文献をレビューする力の習得を目的に
している。受講生各自が自分の研究に関連する英文献を探し
出し、報告する。

研
究
演
習

研究演習 修士論文など前期課程で達成した研究成果をもとに、博士論
文作成を目標とした研究指導を行う。当該分野に関する研究
史の展望や、研究目的、課題と方法などの検討を進める。後
期課程博士学位取得プロセス＜モデル＞に沿いつつ、個人の
研究発表や発表を巡る討論など、ゼミナール形式を通じて学
生の主体的な取り組みを導いてゆく。

科目
区分

様式第２号（その３）

授 業 科 目 の 概 要

（人間福祉学研究科人間福祉専攻博士課程後期課程）
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